
2004 夏 花の北海道 walk   2004.9.1 

7. 礼文島・美瑛の 丘・天塩/宗谷 アルバム  

 

 

 

 

 

                 1.  花の浮島 利文島 Walk            2004.7.29. 

 

                 2.  ラベンダーの丘美瑛と十勝岳        2004.7.27. 

 

3. どこまでも原野ひろがる宗谷・天塩 2004.7.31-8.1 

 



7.26.-8.3. 札幌の娘一家を訪ねると共に夏 花の北 海道を満喫して帰りました。  

花の浮島 礼文島を中心に「2004 夏 花の北海道」のアルバ ムつくりました。    

 

      利尻・礼文へのフェリーが出る 稚内 JR 宗谷本線 日本最北端の駅 

 

7.1. 花の浮島  礼文島 Walk    2004.7.29.  

 

   

宗谷海峡か ら利尻・礼文は霧に包まれ、残念ながら「海と利尻富士と花」の組み合わせは見られませんでし

たが、念願の「花の浮島 礼文島」。 霧の崖に咲 く礼文ウスユキソウや伊吹トラノオ 礼文ノコギリソウ

など数々の高山植物が咲き乱れるお花畑 本当に印象的でした。 

こんな霧の 礼文島も 平地が広がる北側海岸からは 快晴の空に浮かぶ礼文岳や海越しの利尻富士が眺望

できました。キツネにつままれたようてした。 

霧の中にお 花畑が続くトレイルと利尻富士の眺望。すばらしい花の浮島でした。 

  

 



2004.7.29. 早朝 稚内から礼文への船からは海に朝霧が立ち込め、いっとき 霧の上に浮かぶ利尻富士が見

えま したが、利尻/礼文の水道はただよう霧海の真っ只中。まったく礼文島が見えないまま礼文島へ。入港

した礼文島香深の港は霧の中。  

宿とれず、今回は礼 文に一日だけいて、稚内夜行特急で札幌まで帰る計画。   

今週はずっとこんな 霧だという。もう、安定期の天候になったと思ったのですが残念。 

礼文岳から南へ花の トレイルを歩く予定でしたが、登るのをあきらめ、礼文島のお花畑の核心部 「礼文縦

断トレイル」の南半分 礼文林道から桃岩を通って知床海岸まで霧の中  花を見ながらの花の walk をたの

しみました。 

また 以外にも 北 礼文の東海岸は快晴 霧の海にぽっかり浮かぶ「利尻富士」そして「礼文富士」の眺望

もたのしめました。 

観光バスの喧騒を覚悟でやってきたのですが、霧 の中のトレールの山道歩く人少なく 足元はどろどろにな

りましたが、goo でした。 

花の浮島 礼文島 Walk 

1.1. 礼文縦断歩道  礼文林道コースで  礼文ウスユキソウの群落へ 

1.2. 礼文縦断歩道トレイル 桃岩展望コースで 

1.3. 利尻富士を眺めに東海岸を北礼文へ 

 

  

礼文島縦断歩道  桃岩展望コース お花畑で   2004.7.29. 

 

   1.1.  礼文縦断歩道  礼文林道コースで  礼文ウスユキソウの群落へ 

まったく視界の利かない礼文林道を歩

き出す。礼文島の中央の丘陵地を南北

に走るなん とか車が一台通れる砂利

道を歩き出す。この先にウスユキソウ

の群落があり、多くの観光ツアーの人

も歩くコース  

であるが、雨と霧 早朝なのでまだ歩

く人少ない。丘陵地の上なので海岸の

海が見える はずなのだが、まったく見

えず。また、林道から丘陵地のてっぺ

んを通る歩道がいくつも枝分かれして、

お花畑が見えるようによく整備されて

いる。  



不意に風が吹きつけ、崖の斜面一面に咲く花が霧の中に浮かんでくる。私は花の名前 まったく音痴なのです

が、本当に沢山の花が緑の中に咲きみだれ、幻想的な風景を作っている。  

 
礼文島中央の丘陵地を貫く遊歩道 礼文林道沿いの丘陵斜面・崖に広がるお花畑  2004.7.29.  

   
   

多くの花に混じって 白い礼文ウスユキソウが点々といまを盛りに咲い ている。 

ひっそりと山の道端 に数輪ひっそりと咲くウスユキソウにも感激しましたが、風が吹きさらす崖の緑の中に

すっくりと立っているウスユキソウも本見事。  

もっと背の低い花と思っていましたが、礼文ウスユキソウは 周 りの緑に負けじ と背が高い 

日本最北のウスユキ ソウ。 思わず「来年もまた咲けよ」と思わず甲子園の気分。 

「これに利尻富士が 見えたら・・・」と思うのですが、それは欲張り。   

本当に濃いこの植層はこの霧と雨が育てたのでしょうから・・・  

  

霧雨の中 静まりか えった山道で「コンニチワ」と声掛け合う人みんな仲間。 

「散策路の道端に咲 くノコギリソウは 2種 白いのと少し紫がかったものがあって、葉っぱのノコギリの歯

の深さが少し違う」と花に顔を近づけているカップルに教えてもらいまし た。  

 

 



          

 キタノコギリソウ  と  エゾノコギリソウ    タカネナデシコ  と  珍しい白のタカネナデシコ 

 

花の名前は苦手。どれもこれも図鑑で知った名前に見えてくる。  

花のはじめ 盛りで色も変わってくるし、見た目だけではパンザ イです。  

また 「タカネナデシコの中に白のタカネナデシコ これは珍し い花」  

「こんなゆっくりできる WALK も霧雨のおかげ」と 高山植物監視員の人が笑って教えてくれました。 

 

ぶらぶら歩いていたら霧 も時間と共に晴れるかと思いましたが、今日はダメ。  

益々 霧が深くなって、 約 1 時間ほどで礼文滝の別れまで行って、もう一度ウスユキソウの群落の崖へ引き

返す。  

                 【礼文林道 ウスユキソウの群落で   2004.7.29.】 

 

   

礼文林道 レブンウスユキソウの群落で  2004.7.29. 



東北の早池峰山・月山でウスユ キソウを見ましたが、こんな濃い緑の中で 

背の高いウスユキソウか゜群落を造っている姿ははじめての体験。  

「露が付いて 山道でそっと光 る可憐なウスユキソウが一番」と良くいわれ

ますが、冷たい風が吹きすさぶ霧雨の崖に林立するウスユキソウの姿にもま

た別の一面みた気がします。  

これが北のウスユキソウでしょう。 

 

 

【知床林道コースのお花畑で    2004.7.29.】  

  

  

  

 

 花の浮島 礼文島 Walk  

 



      1.2.  礼文縦断歩道トレイル 桃岩展望コースで  

 
元地林道口までもどって、ドライブウエイを最も有名 な「桃岩展望台」へ登ってゆく お花畑と海の向こう
に利尻が浮かぶ礼文島の有名なビューポイン ト。 
でも 今日は霧雨で何も見えず。人の行列と聞いてい ましたが、今日ばかりは誰もいない展望台では風をよ
けながら 残念そうに利尻の方向の 霧の海を眺めている。  

  
                霧の中の桃岩展望台周辺で  2004.7.29.  
左 : 桃岩展望台      右 : 香深-元地ドライブウエイの峠      桃岩展望台への上り口 

                  
桃岩展望台から丘陵 地の丘を伝って南の海岸知床集落ま
でのトレッキング路が始まる。 
香深の案内所では 「今日の天候では無理。 道が悪くて勧
めない」と聞いた。 
でもせっかくの礼文縦断トレールの縦走と迷っていると 

このコースを 向こうから一人登ってくる。  
「すごいぬかるみの山道 どろどろになること覚悟なら素

晴らしいよ  滑り止めの杖あれば楽々」と。  
この声に励まされて 霧の中 礼文縦断歩道の終点 南端 
の知床へ向いて歩き出す。 

お花畑の中にぬかるみの道が続く桃岩展望トレイル 



もう 一週間になるという霧雨の天候でスタートから道は 最悪。  
礼文林道が一般道兼用なので丘陵地の斜面を横切っ てゆくコースであったのですが、こちらは 丘陵地のテ
ッペンを縫ってトレイルがついて、常に空がひろがつていて感じがまったく違うので気分的には楽。  
道の両側のあちこちで素晴らしい景色。   
晴れていれば素晴らしい展望コースであろう。 
 

   
知床縦断歩道 桃岩展望コース エゾニュウ イブキトラノオ トオ ゲブキなど色とりどりのお花畑 

 
他の花より背の高い立派なエゾニューがお花畑の 監視員のごとく周りを見下ろして立ちイブキトラノオ 
トオゲブキなど色とりどりの花が咲くお花 畑が崖に沿って続く。  
霧の中だけに 背後の景色が消されて 一層幻想的。  
悪路と悪戦苦闘であるが、素晴らしい。人がいないのでなおさらである。 

  

    
知床縦断歩道 桃岩展望コースで 【1】  2004.7.29. 

 



   
知床縦断歩道 桃岩展望コースで 【2】  2004.7.29. 

   
 【 知床縦断歩道 桃岩展望コースで   2004.7.29. 】 

 

 



素晴らしいお花畑に見とれながら 丘陵地の起伏を登 り降りの約 1時間、  
霧の中に元地灯台が見え出すと このトレールも終わりに近い。  
灯台から約 30分で海岸沿いの知床集落に下りる。 

   
霧の元地灯台                礼文島の南端 知床集落と霧に煙るその海岸   2004.7.29. 

   
海岸におりても利尻島との間に広がる礼文水道は霧の中。まったく利尻 島も利尻富士もみえず。 
礼文島の西側は断崖が続くのでこの知床集落から 西側には海岸道路はなく行き止まりである。 
ちょうど その崖の上に広がるお花畑を下ってき たのですが、その時はまったくわからず。 
日本海の荒波に洗われるため砂浜はなく、護岸が 続く香深港への海岸道路に沿って崖にへばりついて漁港と
集落が続く。  
道路の海側護岸との間は 10 メータ程の幅に小石が敷
き詰 められれている。   
はじめよくわからなかったのですが、利尻昆布の干場 

こ こは利尻昆布と礼文ホッケ・礼文ウニ ブランド品
の産地。 
「バス の都合つけば北礼文へ行こうか・・・まずは礼
文のウニ丼食べて」    
 約 1時間弱 崖と海岸沿いの家並みを眺めながら香
深の 街へ   
  

香深の北でバスより見た 昆布干場 

1.3. 利尻富士を 眺めに東海岸を北礼文へ  
 
夕方の船までまだ時間があり、何処へ行こうか

と思案していると「 香深の街を抜けて 北礼文
へ東海岸を走ると北は快晴 霧の海の上に利尻

富士が浮かんでいる 」 「 北礼文まで送ってき
たとこだから大丈夫 我々しか知らん情報や」  
とタクシ-の運転手氏がいう。 

「そんかこと誰も朝いわなかったよ」狐に摘ま

れた気分で「利尻富士・礼文岳が見えるとこま

で 走って・・・・」と。 
15 分ほど走って 香深井 礼文林道の海岸起点
のあたりから明るくなり、日食観測記念碑をと

おって、礼文岳の登山 口内路にくるとくっき      礼文島 東海岸 内路近傍から 香深方面  
りと青空海面にただよっていた霧も切れ、南礼文のあたりとこんなにも違うのかとビックリする。 
 
  



 
東海岸 内路からみる利尻富士 2004.7.29. 

東の海 雲の向こうにぽっかりと利尻富士が 浮いている。 車をとめて利尻富士の写真をとる。 
もう少し北に行けは湖越しに礼文岳が見える と聞いて久種湖・船泊の海岸まで走ってもらってタクシーを降
りる。本当にビックリするような快晴の空に浮かぶ 礼文島・利尻富士を見ることができました。 
 

  
        久種湖から見る礼文岳(右手)           久種湖周辺から見る礼文岳        
     左手の向こうに利尻富士が頭を出している                           2004.7.29. 
    
どうも霧は日本海側 利尻水

道や利尻等と礼文島の間の礼

文水道一体の 海面で発生し
て 礼文島の山岳部である南

礼文・香深から西海岸沿いに

漂っているようだ。 
北礼文の西海岸側の先端 ス

コトン岬にもぎっしり霧が漂

っている。 
船泊の海岸でバスを 待つて、海に浮かぶ利尻富士を見ながら香深の港まで帰ってきましたが、香深に近づく
につれ、やっぱり霧の中。北の海の厳しさも垣 間見たような気がします。 
 
稚内へのフェリーを待つ間 香深の港で霧の海を 眺めつつ、名物の「うに丼」を食べる。  
夜明けからの礼文島の一日 目いっぱい お花畑を歩いた一日でした  
ついでながら また 礼文でも忘れ物  
乗り合わせたタクシ-にスティク忘れたのですが、観光案内所に届いて いました。  
   
   



      
【バスの窓から見る利尻富士 北礼文東海岸より 2004.7.29.】 

  
【 バスの車窓より 霧の香深港 海 岸】 

    
          【バスの窓か ら見る利尻富士北礼文東海岸より 2004.7.29.】 

    
           【 バスの車窓より 霧の香深港 海岸】 

  
「花の浮島 礼文」本当に素晴らしい花の 島 
島の人たちが言うように 霧で 人が少な くてよかったのかも。。。。 
でも 利尻富士が花の向こうに浮かぶ景色 も一度見て見たい 
      2003.7.29.深夜 稚内発の夜行特急「利尻」の中で 
               by    Mutsu Nakanishi 

      
           利尻・礼文へのフェリーが出る 稚内 JR宗谷本線 日本最北端の駅 

 花の浮島 礼文島 Walk 【完】 



     礼文島・美瑛の丘・天 塩/宗谷 アルバム  
2.  ラベンダーの丘 美瑛 と 十勝岳 2004.7.27.  

 

 
   
7.27. 札幌でぶらぶらするより、ラベンダーの咲いている美瑛の丘へ行きたいと家内が言う。 
すぐ その話に乗って 27日レンタカーを借 りて美瑛の丘へ行ってきました。 
ラベンダーの季節にはちょっと遅かったので すが、ラベンダーの丘そして、この時期にしか見られない牧草
のロール巻が点々と転がる丘 美瑛の素晴らしい丘の風景を見てきました。 
また 今も噴煙をあげる十勝岳の中腹まで 登って 温泉に入って・・・・ 
札幌からこんなに美瑛・富良野が近いなんて  本当にビックリでした。 
その 美瑛・富良野の丘と十勝岳のアルバム です。   
     

 2004.7.27. 札幌にて   Mutsu Nakanishi  
  
 

礼文島・美瑛の丘・天塩/宗谷 アルバム 

2.  ラベンダーの丘 美瑛 と 十勝岳 2004.7.27.  
2.1  美瑛の丘 パッチワークの路  

2.2  美瑛 ラベンダーの風景 

2.3. ラベンダーの丘 美瑛 と 十勝岳   
  
 
 



   2.1.   美瑛の丘 パッチワークの路で   

  

 

  

 
                                                     

 
 



      2.2.   美瑛 ラベンダーの風景 

 

 

   



 

 
  
        2.3.   十勝岳 望岳台周辺で   

   

 



  

 
 
 2.  ラベンダーの丘 美瑛 と 十勝岳 【完】 
 
 

       宗 谷・天塩・サロベツ原野 写真アルバム  

3. どこまで も原野が広がる宗谷・天塩        2004.7.31. & 8.1.  

  

             宗谷 サロベツ原野   2004.7.31.  

 



宗 谷・天塩・サロベツ原野 写真アルバム 

3.1.  日本海側海岸を留萌から 天塩・サロベツ そして 宗谷へ 

3.2.  宗谷からオホーツク海側 猿払原野を南へ 猿払村  

日本一の帆立貝と酪農の村   

ホタテの海とオホーツク海開拓 の碑「 いさりの碑」 

3.3.  名寄・知恵文の「ひまわり畑」 と 北見の山中で見たキタキツネ 

 

 天塩から宗谷へ 娘たち家族が一緒に行こうという。 

娘たちは北海道道の駅のスタンプラリーをやってい て、泊まらないとつながらぬ天塩・宗谷が残っていると。 

僕も天塩・宗谷は空白。学生時代に利尻へ行った時も 早朝汽車の窓から原野をみただけで抜けている。 

 

◆ 留萌から日本海側の海岸を天塩・宗谷 へ  

7.31.早朝 旭川・留萌から日本海側の海岸を天塩・宗谷へ  北へ北へと。。。。。。。。。    

天塩川がのたうちまわって北へ流れ、サロベツ原野や猿払原野がえんえ んと広がる。  

さらにその北の先に稚内・宗谷岬。   

日本の最果て宗谷岬には一晩中 霧笛が鳴り響いていました。 

 

◆ オホーツク海側を猿払へ   

8.1.朝 オホーツク海に添って南へ 勇払の原野が広がり、 海にはホタテの町猿払へ。  

猿払の原野に広がる広い牧場に牛が遊ぶのを見て孫娘もおおはしゃぎ。  

猿払の海岸に立てられた「いさりの碑」猿払の海開拓の宣言碑 (昭和 56 年 11 月 22 日 猿払村漁業組合)に

は感激しました。  

「・・・・・・・ 生物資源は自然と人間の適正な育成管理に よって永続させることができる筈だ。  

   私たちも自然の摂理にかなった生物資源の育成管理を科学的に調査と陣地をあつめてやつてみた。  

  春夏秋冬 自然の摂理は一世紀の昔も今と変わりなく繰り返され生 物のの生命力は見事に部族と氏族  

    の反映に其の力強さを見せてくれた  

  今 オホーツクの海は先人の開拓した時のように帆立貝が見事に結 実してたわわな実をみせている  

  ・・・・・・ 人間は神々とたたかうべきでない 人間は自然の摂 理にしたがうべきだ       」 

と格調高く地球環境の共生を歌う  

２０世紀の大量生産、大量消費の時代から２１世紀 地球環境優 先への転換点にあって まだ世の中が浮か

れている時代に 最北の北海道でこんな格調高い地球環境優先・共生の理念と実践が進み、現在も「日本一

の帆立貝の 猿払」として栽培漁業の先端に立っている。  

理念の重要性とその理念に基づく実践の確かさに本当にビックリです。  

猿払の日本一のホタテを味わった後だけにひとしお。さっそく 日本一 のホタテをみやげに 

 

◆ 名寄・知恵文 そして 北見へ   

猿払から内陸部に入つて名寄に「知恵文 ちえぶん」という地名 がある。「ちえぶみ」と読むと思っていて

なんと美しい響きと・・・・実際には「ちえぶん」とよむのだそうですが、そこのひまわり畑も素晴らしい

景色でし た。そこの名寄から紋別の方向へ再度向かって北見へ 峠越の興部へ。 その北見山中では 北キ

ツネを見かけました。 

 

◆仕上げは 旭川のラーメン有名店「橙」 でラーメン食べて帰路へ 

テレビで何度かラーメンツアーをやっている人し つていましたが、まじかに見ました。  

いっぱいのカウンター 僕の隣で 実際に隣の人に挨拶して儀式やって から ラーメン食べる人達。  

そんな人たちが何組か 混じっていました。 ビックリ。  



ラーメンはおいしかったのですが、暖房付というほどの汗だく ラーメ ン専門店というのもちょつと考えま

すね 

   

まつたく 知らなかった北海道北部 一日 道の駅をベースに宗谷・天 塩・北見を訪ねるスタンプラリー。  

北海道の道の駅は大きく特徴のあるテーマパークばかり。 北海道なら ではの面白い体験でした。 

札幌で乗ったタクシーの運転手氏いわ く。 

札幌から天塩から宗谷・稚内まで 5 時 間 何度か長距離ドライブ  

まつたく人も家もない 何にもなしの 自然のまま。  

飯食べる店もなし。でも 好きな人はたまらない。 

お客さん乗せて行くときはいいのだが、 帰る時は「もう たくさん」と。 

でも また こりもせず 出かける 素 晴らしいところ・・・・と  

 
2004夏  花の北海道  
娘一家のい る北海道ですごした花の旅  本当にすばらしい夏でした 

      
 2004.9.1. 神戸にて Mutsu  Nakanishi 

 
  
3.1.  日本海側海岸を留萌から 天塩・サロベツ そして 宗谷へ 2004.7.31.  

 
どこまでも原野がつづくサロベツ原野  2004.7.31. 

     
                 留萌-天塩-宗谷と続く日本海側海岸線は風力発電銀座 2004.7.31.  
   



    ◆ どこま でも原野がつづくサロベツ原野   2004.7.31. 

  

 

 
どこまでも原野がつづくサロベツ原野 

  ◆ 宗谷岬で 

 

 
「流氷越えて・・・」宗谷の岬のメロディーが鳴り響く 霧の宗谷岬 2004.7.31.   



   3.2.  宗谷からオホーツク海側 猿払原野を南へ 猿払村    2004.8.1.  
     日本一の帆立貝と酪農の村  ホタテの海とオホーツク海開拓の碑「 いさりの碑」  
       
◆ 猿払の原野に広がる牧場  2004.8.1. 

 
  

  
猿払村町営牧場で   猿払原野   2004.8.1. 

   
◆ ホタテの海とオホーツク海開拓の碑「 いさりの碑」 

   

 
                宗谷 オホーツク海  日本一の帆立の海 猿払村  2004.8.1.  



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
我々の先人はオホーツクの海の魚介類に生活の糧を求めたのは明治の初めのことだ。 それから一世

紀になんなんとしている。  
春 4 月 5 月 鰊の群来で海は乳白色になり獲っても獲ってもなくならないと思われた。鮭鱒は海の
荒くれ男と力比べをするように網もさけよとばかり来網した  
海扇と呼ばれた帆立貝は海の底に幾層にも重なり合っているのではないかと錯覚を起こさせる位生

棲していた しかし之等の生命の運命も貪欲な人間の前には所詮は滅亡の運命が待ち受けていた。 
今日ではあらゆる資源は有限であることが認識されている。 しかし 生物資源は自然と人間の適正

な 育成管理によって永続させることができる筈だ。 私たちも自然の摂理にかなった生物資源の育
成管理を科学的に調査と陣地をあつめてやつてみた。春夏秋冬  自然の摂理は一世紀の昔も今と変
わりなく繰り返され生物のの生命力は見事に部族と氏族の反映に其の力強さを見せてくれた  
今 オホーツクの海は先人の開拓した時のように帆立貝が見事に結実してたわわな実をみせている

鮭鱒もまたまもなくふ化事業の結実を見せようとしている   
猿払の海を拓いた多くの先人の苦労と偉業をしのび其の石を我々も子孫もうけつぎそして実践する

ことを肝に銘じ 今此の碑を立てる  
人間は神々と力をきそうべきでない  
人間は自然の摂理にしたがうべきだ         

 
昭和 56年 11月 22日  1981.11.22.  

                          猿払村漁業協同組合                                   
 

 注 1980年代は高度成長の真っ只中 1986年から 1989年 4年間はバブル時代  

1980年代の日本は、世界でも有数の工業国として空前の豊かな社会を実現しました。  
鉄鋼、家電製品、自動車やエレクトロニクスといった分野の輸出が大幅に伸び、日米で経済摩擦が起きるほ

どの貿易黒字をこの時代には計上しています。  
昭和が終わった 1989年を例に取ると、この年の貿易黒字は 640億ドル、国民総生産(ＧＮＰ）も約 420兆円
と初の 400兆円台に到達｡1980年の 290兆円から 10年間で 130 兆円も増えています。  
一方では、地球規模でさまざまな環境問題が深刻化し、中でも地球温暖化問題については 1980 年代後半か
ら議論が開始され､1990年代から世界各国が協力して取り組むようになりました。  
何も対策をしないと深刻なダメージを受けるおそれが現実化し始めた時代。  
しかし、日本の世相は 1986年から 1989年 4年間はバブル時代と呼ばれる日本が狂った時代でした。  
２０世紀の大量生産、大量消費の時代から、２１世紀は地球環境優先への転換の時代 まだ世の中が浮かれ

ている時代に 最北の北海道でこんな格調高い地球環境優先・共生の理念と実践が進んみ 現在も「日本一



の帆立貝の猿払」として栽培漁業の先端に立っている。  
理念の重要性とその理念に基づく実践の確かさに本当にビックリです。  
金融・政治・工業界において 今「口先」だれの対応が横行する中 プロの対応とは何かを見せられた気が

します。  
当時は自分も本当に新しい事業開発に向かって必死であった時代   
それがバブルだったのか 地道な発展だったのか・・・・・悩むところです  
  
 
  3.3   名寄・知恵文の「ひまわり畑」 と 北見の山中で見たキタキツネ 2004.8.1.  

  

 
  北見山中で見たキタキツネ 

ついでながら、紋別・旭川自動車道 東の北見山脈からから北見峠を越えて上 川・旭川盆地にでる手前「白
滝」。ここに珍しい高速道路の道の駅「白滝」がありました。  
大雪山系と天塩山系が重なる山中なのですが、そこの案内板に この山中が黒曜石の産地「白滝」であ るこ
とが書かれていました。  
旧石器の時代からから貴重な刃物の材料「黒曜石」の提供地「白滝」。信州の和田峠と並ぶ貴重な産地 とし
て何度か本でよんだのですが・・・・・  
今回は現地までよう行かなかったのですが、ぜひ知ってみたいところです。  

 
      紋別・旭川自動車道上の道の駅「白滝」白滝村案内板でみた黒曜石の産地「白 滝」  
 
また、「美瑛の丘」ジャガイモ畑の中の道には 雨の流れ道に砂鉄がいっぱいたまっていました。 
大雪の山並が噴火で地下のマグマが噴出して作った鉱物資源   
北海道の昔の鉄づくりについては良く知らないが、一度どこかの博物館で氷原の小屋の中で鍛冶鍛錬する 北



の鍛冶の絵図を見たことがある。 この地にもそんな歴史があるかもしれない。  
   

  
          美瑛の丘 雨水の流れ道に堆積した砂鉄  2004.7.27. 
 

 宗谷・天塩・サロベツ原野 写真アルバム【完】  
 
 

2004夏 花の北海道 礼文島・美瑛の丘・天塩/宗谷 アルバム【完】 
 

1. 花の浮島 利文島 Walk       2004.7.29.  
2. ラベンダーの丘美瑛と十勝岳     2004.7.27.  
3. どこまでも原野ひろがる宗谷・天塩  2004.7.31-8.1. 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




